
1年の流れ

国立大学法人 政策研究大学院大学 アドミッションズオフィス

〒106-8677 東京都港区六本木7-22-1
Email: admissions@grips.ac.jp

入試情報

学費

入試に関するお問い合わせ

アクセス

● 出願するための資格 …… 学士の学位を有するか、2026年3月までに取得見込みの者等
● 選抜の方法 ……………… 第一次審査は書類選考、第二次審査は面接
● 選抜日程 ………………… 2026年度の入学生のための試験日程は、次のとおりです。

4月～7月（春学期）
春学期には、学究の基盤となるコース指定科目や
選択必修科目などを幅広く学びます。あわせて
コースディレクター等と1年をかけて研究する
テーマの検討も始めます。

8月～ 9月（夏学期）
研究テーマに応じて必要な情報やデータの収集・分析、
現地調査、文献の研究、実践的な学びを進めます。

10月～ 1月（秋学期）
専門分野についてより深く学びながら、
研究テーマをポリシー・ペーパーとして
まとめ始めます。

2月～ 3月（冬学期）
ポリシー・ペーパーの発表会が行われ、それぞ
れが研究成果のプレゼンテーションを行います。
コメントなどを踏まえ、最終版を仕上げます。

第1回 第2回

出願受付期限 2025年10月10日（金） 2026年1月  9日（金）

第1次審査結果発表 2025年11月  6日（木） 2026年1月28日（水）

第2次審査
（オンライン面接）

2025年11月13日（木）
または14日（金）

2026年2月  5日（木）
または6日（金）

第2次審査結果発表 2025年11月26日（水） 2026年2月25日（水）
※ 詳細については「修士課程国内プログラム学生募集要項」を参照してください。
※  学生募集要項は本学のホームページ「入試案内-募集要項」（https://www.grips.ac.jp/jp/admissions/guidelines/）に掲載
しています。

● 検定料 ……………………………………………… 30,000円
● 入学料 ………………………………………………282,000円
● 授業料（年額） ……………………………………642,960円 青山霊園
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(公共政策プログラム 修士課程 )

文化産業・地域創造コース
Cultural Industries and Regional Development Policy Concentration

文化産業・地域創造コースの
ウェブページはこちら



目指す人材像

幅広い観点から文化資源を捉え、地域の魅力づくりや観光、文化芸術
ビジネス、文化イノベーションの創出などに生かす人材を育成します。 

例） 政策立案者、民間企業等における文化芸術とビジネスのつなぎ手、 文化施設に
おける企画立案者、起業家等

対象者

中央省庁、地方公共団体、非営利団体、企業等の
関係者をはじめ、文化と経済の循環について学び、
将来の実践に役立てることを希望する全ての方

はじめに 履修内容と修了要件
文化や芸術を国や地域の魅力につなげ、新たな産業や市場を創出する動きが世界的に広がっています。文

化の豊かさと経済の豊かさをつなぐ多様な活動は、文化芸術活動の担い手を支えるだけでなく、中長期的に
住民のウェルビーイング向上や地域の活性化につながります。
政策研究大学院大学は、新たな文化の価値を創り出し、地域の可能性を拡げる人材の育成を目指して、

「文化産業・地域創造コース」を開設しています。
本学は、日本初の本格的な政策研究・教育の拠点として1997年に誕生した大学院だけの大学です。東京・

六本木にある小さなキャンパスに、50以上もの国々からきた政府関係者が学んでおり、日本人学生も、官庁
や地方自治体、民間企業などさまざまな組織から集まっています。こうした多様性そのものの環境は、文化の
もつ多様な価値を発見し、その意義を学ぶのに最適な環境といえるのではないでしょうか。
日本には、世界に誇るべき文化芸術が多彩に存在し、魅力あるコンテンツ群が生み出されています。しかし、

その一方で、産業としての活用が遅れており、結果として、コンテンツの価値が生かされない、人材が育たない、
地域の貴重な文化資源が埋もれている、といった問題が生じています。
和食から現代アートまで、日本の文化の力に海外の関心が集まり、文化を地域創造の核に据えようとする

動きが始まりつつあるいま、「文化産業・地域創造コース」が、文化と経済の好循環を生み出す舞台になること
を目指します。多くの方々のご入学をお待ちしています。

　以下の授業科目を履修し、合計30単位以上を取得するとともに、特定の課題についてのポリシー・ペーパーの審査と最終試験に合格する
ことが修了要件となります。

文化の価値への新たなアプローチや文化の産業化について、多面的に学びます。理論と実務に精通した講師陣のもと、文化に関わる企画
立案に必要な専門的知識や政策手法、社会実装手法について、海外を含む事例研究も通じて、実践的に学びます。

実践的な学び

国際的な環境
外国人留学生が6割以上を占める国際色豊かな環境で学びます。希望により英語科目を履修することで、さらに国際的経験を積むこと

ができます（Global Studies認定証の授与もあります）。また全学生を対象とした特別講演であるGRIPS Forumでは、国内外の指導的立場に
ある方々から学ぶことができます。

幅広いネットワーク形成
中央省庁や地方公共団体の職員、美術館等の文化施設や民間企業で実践を担うプロフェッショナルとの交流を通じて、ネットワー
ク構築の機会を提供します。

1年間の修士課程コース
通常2年間の大学院修士課程を1年間で短期集中させるコースです。必要な単位を修得し、ポリシー・ペーパーの審査に合格する
ことにより、修士（政策研究）の学位が授与されます。なお、科目等履修生として本コースの特定の授業科目を履修することも可能
です。詳しくは本学ホームページの「入試案内-よくある質問-科目等履修生」（https://www.grips.ac.jp/jp/admissions/faqs/option/）を
ご参照ください。

注1：1年以上かけて学位を取得することをご希望の方はご相談ください。

注2： ポリシー・ペーパーとは政策課題に関する研究をまとめたものです（修士論文に相当）。事業体や自治体における実務的課題に対して解決策を提案する実践型の研究プロジェ
クトの実施成果（報告書など）をポリシー・ペーパーの提出に代えることも可能です。

コースの特色

政策研究大学院大学 学長

大田 弘子

「はいしゃ」大竹伸朗＂舌上夢／ボッコン覗＂
写真：鈴木 研一

直島における家プロジェクト 河口湖ステラシアター

京都における文化観光歴史的建造物を利用した分散型ホテル

事例研究※の例　※ 変更になる可能性があります。

❶ 文化産業と地域振興（事例研究※）
文化芸術イベント開催、歴史的建造物の再生、デジタル技術の活用、経営資源としての文化芸術などに関する
先進事例について、関係者による事例発表を通じて学び、横展開の手法を考察する。

❷ 文化産業とマネジメント
文化関連事業の運営、資金調達、広報、マーケティング、アーカイブ手法などの実務を学ぶ。

❸ 文化産業と政策
文化産業の実態や国際比較、政策のあり方について広く考察する。国家・地域のブランドとしての文化、観光
資源としての文化、企業活動における文化の役割、コンテンツ産業におけるマネタイズの課題等について、中央
省庁の政策立案担当者等による講義と討論を行う。

❹ 文化産業と法制度
文化産業に関わる知的財産法、文化財保護法、労働法、税制等の制度について、理論と実践を学ぶ。

❺ 日本文化資源論
文化一般の特徴と作用、及び日本文化の特殊性と世界に共通する普遍性を理解する。そして日本文化を資源と
した文化政策、文化産業、地域創生のあり方を検討するとともに、日本文化が現代の日本社会や世界の新た
な価値創造に貢献できる可能性を探る。

コース指定科目
（10単位）

行政法の基礎、民法の基礎、政策過程論、The World and the SDGs、データサイエンス ほか選択必修科目
（8単位以上）

選択科目 地方行政論、地方財政論、「食」を通じた地域振興論、都市政策の法律基礎、官民連携・PPP/PFIファイナンス論 ほか

※ 科目内容は準備中のものであり、変更になる可能性があります。

研究技法基礎（特定の課題に関してポリシー・ペーパーを作成するために必要な技法を学ぶ）必修科目
（2単位）


